
１ 有機農業に取り組んでいる農業経営体数割合は8.2％

○ 近畿における有機農業に取り組んでいる経営体数（令和２年２月１日現在）は7,589経営
体。(表)

○ 有機農業に取り組んでいる経営体数割合を農業地域別にみると、近畿は8.2％で北海道に
次いで高い割合となっている。（表、図１）

○ 経営耕地面積規模別経営体数の構成割合をみると、販売目的で作付（栽培）している経営
体計に比べ、有機農業に取り組んでいる経営体は規模の大きい階層の割合が高くなっている。
（図２）

○ 農産物販売金額規模別経営体数の構成割合をみると、販売目的で作付（栽培）している経
営体計に比べ、有機農業に取り組んでいる経営体は規模の大きい階層の割合が高くなってい
る。（図３）
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表 有機農業に取り組んでいる経営体数
（令和２年）

図１ 有機農業に取り組んでいる経営体数割合
（令和２年）

経営体 経営体 経営体 ％

全国 1,075,705 967,187 69,309 7.2
北海道 34,913 27,112 2,731 10.1
東北 194,193 181,117 11,603 6.4
北陸 76,294 72,782 5,694 7.8
関東・東山 235,938 212,973 16,353 7.7
東海 92,650 80,954 5,189 6.4
近畿 103,835 92,025 7,589 8.2
中国 96,594 86,570 5,020 5.8
四国 65,418 59,561 3,583 6.0
九州 164,560 144,019 10,944 7.6
沖縄 11,310 10,074 603 6.0
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図３ 農産物販売金額規模別経営体数の構成割合
（令和２年）

図２ 経営耕地面積規模別経営体数の構成割合
（令和２年）
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注：１ 経営耕地のない経営体は除く。
２ 構成割合は表示単位未満を四捨五入しているため、合計値
と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。

注：農産物販売のない経営体は除く。
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図６ 作物別作付（栽培）面積

（延べ面積・令和２年）
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＝ 有機農業に取り組んでいる経営体の作付（栽培）面積 ÷ 販売目的の作物の作付（栽培）面積 × 100（％）

作物別有機農業に取り組んでいる経営体の作付（栽培）面積割合

＝ 作物別有機農業に取り組んでいる経営体の作付（栽培）面積 ÷

作物別販売目的の作物の作付（栽培）面積 × 100（％）

２ 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合は6.5％

（％）

○ 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合を地域別にみると、近畿は6.5％で最も
高い。また、作物別では大豆で最も高く、水稲では沖縄に次いで高くなっている。(図４)

○ 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積の作物別構成割合は、水稲が71％を占めてお
り、全国（53％）に比べ18ポイント高い。(図５)

○ 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積を府県別にみると、滋賀県で最も多く、次い
で兵庫県、京都府の順。また、和歌山県以外の府県では水稲の割合が最も高い。(図６)

と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。
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３ 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合は京都府が最も高く、7.5％

図７ 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合

（市町村別マップ・延べ面積・令和２年）

○ 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合は、近畿平均の6.5％に対し、京都府が
7.5％で最も高く、次いで滋賀県7.4％、大阪府6.5％の順。(図７)

○ 市町村別にみると、奈良県大淀町が26.6％で最も高く、作物別の内訳は主に果樹。
以下、和歌山県串本町23.9％、兵庫県上郡町20.5％、京都府南山城村20.1％の順となって
おり、それぞれ、果樹、水稲、その他が最も多い。(図８)
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（％） 図８ 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合

（上位15市町村・延べ面積・令和２年）

（取組面積ha）（20）（11）（130）（64）（11）（48）（69） （20） （96）（53）（26）（８）（83）（162）（52）

注：有機農業に取り組んでいる経営体数が10未満及び秘匿措置を施した市町村を除く。
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○ 全国における有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合は4.5％。(図９)
○ 一方、京都府が全国第５位、滋賀県６位、大阪府７位で、和歌山県以外の各府県が全国
平均を上回る。(図10)

図９ 有機農業を行っている作付（栽培）面積割合

（都道府県別マップ・延べ面積・令和２年）
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図10 有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合

（上位15都府県・延べ面積・令和２年）

お問合わせ先：統計部統計企画課 電話０７５－４１４－９６２０

注：有機農業に取り組んでいる経営体数が10未満及び秘匿措置を施した市町村を除く。

参考（全国）有機農業に取り組んでいる作付（栽培）面積割合は京都府が全国第５位


